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　子
展ど蓬私も
伊共た
藤のち
生は
義命
男

「
子
ど
も
た
ち
は
、
私
ど
も
の
生
命

で
す
。
」

　
私
共
職
員
十
四
名
、
調
理
員
三
名

広
田
ざ
ん
は
、
こ
ん
な
気
持
で
四
百

名
の
子
ど
も
た
ち
と
過
し
て
い
ま

す
。彪

コ
ラ
ー
ッ
”
…
…
…
逃
げ
る
子
を

追
っ
た
て
つ
か
ま
る
も
の
か
。

　
が
、
あ
っ
ち
の
方
で
頭
を
お
さ
え

て
シ
ョ
ン
ボ
リ
し
て
い
る
三
年
生
。

　
頭
を
な
ぜ
、
顔
を
両
手
で
は
さ
ん

で
や
る
。
そ
し
て
眼
を
み
る
。

　
こ
れ
で
先
生
は
子
ど
も
を
許
し
、

互
に
心
が
ふ
れ
合
う
。

　
こ
＼
に
は
、
こ
と
ぱ
な
ど
必
要
な

い
。
　
可
愛
い
い
か
ら
憎
し
み
も
湧
き
ま

す
。「

廊
下
を
静
か
に
歩
き
ま
し
よ
う
」

と
、
い
く
ら
約
束
し
て
も
ど
ん
ど
ん

走
っ
て
行
く
。

　
叱
か
れ
ば
、
つ
ま
先
で
猫
の
よ
う

に
走
る
。

　
子
供
た
ち
が
走
る
の
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
理
由
が
あ
る
。

　
阜
く
グ
ラ
ン
ド
に
行
っ
て
ソ
フ
ト

・
ボ
ー
ル
の
場
を
と
り
た
い
。
お
便

所
へ
行
き
た
い
。
じ
ー
っ
と
し
て
い

る
の
が
い
や
に
な
っ
た
。
水
を
呑
み

た
い
…
…
…
…
た
め
な
の
で
す
。

　
幸
い
【
年
と
二
年
の
教
室
に
水
道

が
入
っ
た
。
こ
れ
で
走
る
原
因
が
一

つ
除
か
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

す
。．

散
ら
か
す
な
”
と
い
う
前
に
、
至

る
所
に
ゴ
ミ
箱
を
設
置
す
る
こ
と

だ
。
お
便
所
が
何
時
も
よ
ご
れ
る
の

で
、
よ
く
調
べ
た
ら
、
ふ
み
石
が
き

た
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
、
上
ら
な

い
で
は
せ
る
子
供
が
い
る
か
ら
だ
っ

た
。
だ
か
ら
と
書
っ
て
、
そ
の
ま
＼

で
は
教
育
に
な
ら
な
い
。

　
私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
を
愛
す

る
が
故
に
叱
る
こ
と
に
臆
病
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
　
（
感
情
的

で
な
く
…
…
…
敢
え
て
”
叱
る
”
と

い
う
語
を
用
い
た
が
）

　
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
将
来
に
大

き
な
夢
を
託
し
、
ひ
た
む
き
に
こ
の

道
を
歩
む
私
ど
も
と
子
ど
も
た
ち
と

の
間
に
、
か
け
ひ
き
な
ど
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
昨
日
、
叱
っ
た
子
は
今

日
「
お
早
う
」
を
し
、
鼻
を
こ
す
り

つ
け
て
き
た
。

　
一
年
生
の
な
ん
と
純
な
こ
と
か
。

こ
の
時
こ
そ
、
私
ど
も
は
し
み
じ
み

と
生
甲
斐
を
感
す
る
。

　
こ
こ
に
教
育
が
存
在
す
る
。

個
性
を
見
つ
め
、
の
び
の
び
と
伸
ば

し
て
や
る
こ
と
、
や
っ
て
は
い
け
な

い
行
為
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
が
家

庭
全
体
の
中
に
、
職
員
全
員
の
中
に

一
貫
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
今
日
も
ヒ
チ
ピ
チ
し
た
子
ど
も
た

ち
で
す
。

　
「
子
ど
も
と
共
に
我
ら
あ
り
」

私
ど
も
の
教
務
室
は
、
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
だ
。

「
今
日
も
一
日
、
あ
た
＼
め
合
い
、

励
ま
し
合
う
場
で
ち
り
た
い
。
と
た

だ
念
す
る
。

　10月11日～20日まで
秋の全国一・齊交通安全運動

　田沢駐在所吉越部長
＋
月
＋
一
日

よ
り
一
一
＋
日
ま

で
の
＋
日
間
、

秋
の
全
国
一
斉

交
通
安
全
運
動

で
す
。

（
一
）
交
通
事

故
の
防
止
は
み

ん
な
の
注
意

で
。
交
通
事
故
が

多
発
し
、
こ
の

ま
ま
で
は
一
昨

年
の
昭
和
三
十

九
年
の
死
者
一

一
万
二
千
人
を
護
し
そ
う
で
す
．
県

一
下
は
昨
年
同
期
よ
り
四
十
五
人
も
多

ハ｝
い
二
百
三
十
五
人
の
死
者
を
こ
え
て

黛
す
・
中
里
村
内
は
今
年
に
入
っ

ぞ
事
故
＋
三
件
、
＋
茗
の
義
人

｝
が
出
て
い
る
。
み
ん
な
の
注
意
で
防

菩
る
こ
と
が
必
薯
き
る
．

一
▽
そ
の
後
の
藩
事
故

一
①
九
月
二
十
五
日
午
後
零
時
三
十
分

頃
、
荒
屋
地
内
で
軽
自
動
車
に
五
才
一

の
坊
や
が
、
は
ね
ら
れ
十
日
聞
の
怪

我
。
原
因
は
坊
や
の
飛
び
出
し
と
車

の
前
万
不
注
意
。

②
十
月
二
日
午
後
一
時
三
十
分
頃
、

本
村
の
、
の
げ
の
坂
で
貨
物
自
動
車

が
、
電
柱
に
衝
突
し
折
損
し
た
。
原

因
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
。

　
（
二
）
青
少
年
の
不
良
化
防
止
に
愛

の
手
を
。

　
こ
れ
ま
で
、
数
回
こ
の
記
事
を
の

コ

一
せ
ま
し
た
。
中
里
村
に
関
係
な
い
と

思
わ
れ
た
人
が
多
か
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
こ
の
前
も
、
某
旅
舘
で
十
六

七
才
の
集
団
グ
ル
ー
ブ
が
酒
盛
り
し

た
こ
と
で
補
導
事
例
あ
り
。
酒
、
煙

草
ぐ
ら
い
と
い
う
方
が
多
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
が
不
良
化
す

る
原
因
で
す
。
注
意
し
て
下
さ
い
。

子
供
を
も
つ
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

真
の
愛
情
は
、
子
供
の
言
う
ま
＼
に

｝すき
勝
手
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

子
供
の
日
常
に
深
い
関
心
を
も
つ
こ

蓬
意
い
ま
す
・

｝
　
－
…
－

－
…
…

－
－
－

一
み
ん
な
揃
つ
て

いロ

【
　
納
期
内
納
入
を

一一
は
馨
講
鶏
分
納
期
限

ハ一
納
付
論
入
）
場
所
は
、
も
よ
り
の

一
銀
行
　
垂
便
局
、
又
は
財
務
事
務
所

一
奮
．
移
転
、
廃
車
の
手
続
き
は
、

葱
に
．
下
取
り
に
出
す
車
、
使
用

一
不
能
等
で
廃
車
す
る
車
は
、
早
急
に

　響
鰭
抹
消
登
録
）
を
行
な

一
移
転
、
廃
車
等
に
対
す
る
自
動
車
税

．
は
月
割
課
税
と
な
り
ま
す
の
で
、
手

’
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
納
税
者
（
所
有

．
者
）
が
不
利
益
を
受
け
ま
す
。

　
（
登
録
手
続
先
n
新
潟
市
出
来
島
字

山
ノ
下
、
新
潟
陸
運
事
務
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
財
務
所

　
ド
お
し
ら
せ
セ

保
健
関
係

一
、
第
九
回
母
親
学
級
（
新
婚
者
及

婚
約
を
し
て
い
る
も
の
）

▽
十
月
二
十
日
　
家
族
計
画
～
妊
娠

分
娩
の
生
理

▽
十
月
＝
十
一
日
　
栄
養
、
衣
類
、

沐
浴
（
実
技
）
保
育

▽
講
師
　
上
村
病
院
長
外
保
健
婦
。

▽
会
場
　
中
里
村
役
場
第
二
委
員
会

室
。
時
間
は
二
日
間
と
も
午
前
九
時

半
～
午
後
四
時
迄
な
お
二
日
間
受
講

の
場
合
は
中
里
村
長
の
修
了
証
書
が

出
ま
す
。

二
、
妊
婦
検
診
　
十
月
二
十
五
日
、

二
十
七
日
、
午
後
一
時
～
三
時
（
二

日
と
も
）
母
子
手
帳
の
な
い
方
は
検

診
場
で
発
行
し
ま
す
。
会
場
は
上
村

病
院
待
合
室
．
　
（
受
付
）

三
、
栄
養
教
室
　
第
十
日
目

　
十
月
二
十
四
日
午
前
九
時
～
十
二

時
、
調
理
実
習
、
．
田
沢
中
学
校
調
理

室
。
午
後
一
時
～
四
時
家
庭
管
理
、

役
場
議
場
。

　
な
か
さ
と
文
芸

　
ー
十
月
投
句
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ミ

稲
刈
機
使
い
始
め
の
肩
い
た
む

秋
静
か
ド
ラ
マ
に
涙
す
子
に
見
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

入
れ
物
は
無
け
れ
ど
嬉
し
茸
狩
り

稲
刈
り
や
嫁
と
娘
の
腕
競
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

び
し
ょ
ぬ
れ
て
稲
重
し
坂
長
し

名
月
や
少
女
の
頃
の
唄
し
の
び
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

手
の
あ
れ
も
収
穫
の
美
と
讃
え
見
る

小
百
姓
そ
れ
な
り
に
悔
む
刈
取
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

は
て
し
な
く
路
傍
に
続
く
野
菊
の
花

稲
架
か
け
や
妻
の
手
借
り
て
日
の
暮

る
る
　
　
　
　
　
　
　
時
習

白
菊
や
暮
色
静
か
に
昏
る
る
窓

か
け
稲
の
さ
わ
さ
わ
か
わ
く
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

刈
り
上
げ
の
は
ぎ
に
嬉
び
含
み
お
り

秋
深
し
稲
刈
る
母
の
手
荒
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

稲
か
け
て
藁
の
家
囲
み
城
と
な
す

真
向
い
も
幸
の
声
あ
り
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

稲
架
襖
立
て
＼
妻
有
と
云
う
盆
地

奥
信
濃
掃
き
蒔
き
蕎
麦
も
花
ざ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
チ

灯
も
つ
か
す
刈
り
時
の
庭
寂
し
け
り

片
頬
に
栗
の
一
つ
や
鎌
を
研
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

茄
栗
を
明
日
退
院
の
手
に
も
た
す

ぶ
ど
う
葉
を
う
か
べ
て
鯉
の
秋
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

秋
刀
魚
焼
く
匂
い
に
背
の
荷
す
っ
し

り
と
妻
の
里
祭
太
鼓
に
鎌
を
研
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
江

【りん
ど
う
の
花
に
つ
＼
ま
れ
葬
儀
行

く病
葉
が
翁
し
や
寒
風
ひ
ら
と
落
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

遠
足
ら
し
枯
野
を
遠
く
歌
聞
こ
ゆ

花
に
来
て
花
よ
り
も
白
き
秋
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
央

気
負
い
立
つ
蜂
に
謄
な
し
の
秋
の
雨

銀
翼
を
秋
陽
斜
め
に
苗
場
越
す

灘
灘
韓

◎
産
声

子
の
名

官
田
井
明
美

上
村
正
明

山
田
千
代
子

高
橋
久
美
子

春範英正父
　　　　の
彦茂和市名

部
落
名
．

如
来
寺
上
山
土
倉
程
島

太
田
寿
一
一

大
島
文
美
子

．
滝
沢
聡
子

・
大
口
明
宏

山
田
　
　
訓

．
村
山
富
美
子

皿
、
新
郎

〆
新
婦

　
　
　
　
石
沢
　
光
久
（
一
一
一
〇
）
津
南
町

　
　
　
　
滝
沢
　
シ
マ
（
二
七
）
田

｛　新
郎
　
樋
口
　
　
武
（
二
四
）
東
京
都

　
新
婦
井
ノ
川
美
津
栄
（
ま
）
田
　
中

　正順治照丈富シ光

マ久春一行夫二一《＞／》

し∈し　　　　芋
ヨ津　宮重重川田
南〃　　　新中町　 中地地田沢

｛
　
新
郎
　
滝
沢
　
光
雄
（
一
一
九
）
静
　
岡

　
新
婦
　
冨
井
カ
ズ
イ
（
二
一
）
如
来
寺

｛
翻
駅
嚢
m
訳
　
錨

◎
盟
天
名
年
令
部
落

塀
キ
彰
罐
黙

．
關
講
馨
硫
塒
ノ
内
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一
》
窪

端
所
朧
灘
彊

亀
行
極
4
4
8
劃

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
口

　
　
　
　
　
　
九
月
定
例
村
議
会

教
育
委
員
固
定
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
価
委
員
を
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
千
二
百
万
円

　
第
三
回
定
例
村
議
会
は
、
去
る
九

月
二
十
九
日
午
前
九
時
よ
り
、
役
場

議
場
で
開
催
さ
れ
、
会
期
一
日
の
日

程
で
教
育
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
、
昭
和
四
十
一
年
度

欄繊
欄’1”

恥
、
』
■

　
【
写
真
は
九
月
定
例
村
議
会
】

一
般
会
計
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
、

農
業
共
済
特
別
会
計
の
各
補
正
予
算

の
ほ
か
、
条
例
一
件
、
、
．
．
嗣
願
お
よ
び

陳
情
七
件
な
ど
を
慎
重
審
議
し
午
後

五
時
過
ぎ
散
会
し
た
。
付
議
さ
れ
た

主
な
事
件
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

◇
人
事
関
係

　
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

鈴
木
謙
吉
氏
（
下
山
）
の
任
期
満
了

に
と
も
な
う
も
の
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
に
つ
い
て
は
、
村
山
正
也

氏
（
宮
中
）
の
任
期
満
了
に
と
も
な

う
も
の
で
、
教
育
委
員
に
は
滝
沢
謙

治
氏
（
重
地
）
を
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
に
は
、
中
島
孟
氏
（
堀
ノ
内
）

を
そ
れ
ぐ
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
村
議
会
の
同
意
が
求
め
ら
れ
、

多
数
の
賛
意
を
も
っ
て
決
定
し
た
。

一◇
補
正
予
算
関
係

解
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

第
四
回
目
で
、
才
入
才
出
合
計
千
二

百
七
十
一
万
五
千
円
の
追
加
で
あ
る

が
、
主
な
る
も
の
は
次
の
と
お
り
。
▽

才
入
に
お
い
て
は
、
村
税
百
三
十
万

円
、
地
方
交
付
税
六
百
九
十
三
万
三

千
円
、
国
庫
支
出
金
二
百
六
十
万
一

千
円
、
県
支
出
金
五
十
万
九
千
円
、
村

■
債
百
十
万
円
な
ど
で
あ
る
。
▽
才
出

に
つ
い
て
は
、
総
務
費
百
九
十
七
万

円
（
庁
用
乗
用
自
動
車
一
台
百
十
七

万
八
千
円
ほ
か
、
庁
用
備
品
類
購
入

費
）
民
生
費
十
万
三
千
円
（
庁
用
備
品

類
他
）
保
健
衛
生
費
三
十
二
万
円
（
簡

易
水
道
関
係
二
十
五
万
円
ほ
か
）
農

林
水
産
業
費
四
十
四
万
九
千
円
（
農

業
振
興
関
係
二
十
八
万
四
千
円
、
地

籍
調
査
関
係
十
一
万
円
ほ
か
）
商
工

費
十
万
円
（
駅
構
内
観
光
案
内
工
事

費
）
土
木
費
百
十
一
万
五
千
円
（
道
路

改
良
工
事
四
十
六
万
円
、
橋
梨
関
係

四
十
八
万
八
千
円
）
消
防
費
五
十
七

万
五
千
円
（
非
常
備
消
防
費
三
†
一

万
四
千
円
、
照
．
人
害
対
策
費
十
九
万
円

ほ
か
）
教
育
費
三
百
八
十
三
万
二
千

円
（
教
育
総
務
費
三
十
二
万
二
千
円
、

小
学
校
管
理
費
六
十
一
万
四
千
円
、

学
校
建
設
費
二
十
一
万
一
千
円
中
学

校
管
理
費
九
十
七
万
一
千
円
、
寄
宿

舎
費
百
四
十
五
万
七
千
円
、
公
民
舘

改
装
工
事
費
十
二
万
六
千
円
ほ
か
）

災
害
復
旧
費
三
百
七
十
五
万
一
千
円

（
農
業
施
設
災
害
復
旧
費
八
十
七
万

四
千
円
、
道
路
橋
架
災
害
復
旧
関
係

二
百
六
十
九
万
七
千
円
ほ
か
）
公
債

費
五
十
万
円
（
一
時
借
入
金
利
子
）

▽
簡
易
水
道
特
別
会
計
は
、
十
二
万

九
千
円
の
追
加
で
あ
る
が
、
主
な
も

の
は
、
田
沢
駅
関
係
水
道
敷
設
工
事

費
で
あ
る
。

〉
農
業
共
済
特
別
会
計
は
、
七
万
六

千
円
の
追
加
で
あ
る
が
、
昭
和
三
十

八
年
よ
り
四
十
年
ま
で
三
ヵ
年
の
水

稲
及
び
蚕
繭
無
事
戻
金
で
、
該
当
者

は
、
水
稲
三
百
十
一
名
、
蚕
繭
二
百

六
十
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
各

補
正
予
算
と
も
、
原
案
通
り
審
議
決

定
し
た
。
◇
請
願
、
陳
情

▽
郵
便
日
曜
配
達
廃
止
に
つ
い
て

（
請
願
者
、
全
通
信
労
働
組
合
十
日

町
支
部
、
越
後
田
沢
分
会
代
表
小
巻

沢
吉
久
）
社
会
厚
生
委
員
会
付
託

▽
東
田
尻
き
の
こ
裁
培
事
業
に
つ
い

て
（
請
願
者
、
東
田
尻
き
の
こ
裁
培

加
工
企
業
組
合
長
山
田
太
一
郎
）
産

業
経
済
委
員
会
付
託

胃
，
清
津
峡
小
体
育
舘
ス
テ
ー
ジ
に
つ

い
て
（
講
願
者
清
津
峡
小
学
校
地
区

代
表
、
樋
旦
屍
策
）
採
択

△
角
間
部
落
電
話
架
設
に
つ
い
て

（
請
願
者
角
間
部
落
代
表
、
鈴
木
博
）

総
務
文
教
委
員
会
付
託

▽
倉
下
部
落
簡
易
水
道
新
設
に
つ
い

て
（
請
願
者
、
関
沢
寛
平
外
）
採
択

▽
養
魚
組
合
販
売
輸
送
用
の
施
設
に

っ
い
て
（
請
願
者
養
魚
組
合
長
、
冨

井
寿
美
雄
）
産
業
経
済
委
員
会
付
託

▽
田
沢
中
学
校
放
送
施
設
更
新
に
つ

い
て
（
請
願
者
、
田
沢
中
学
校
P
T

A
会
長
、
樋
口
順
之
外
）
総
務
文
教

委
員
会
付
託

［
＼
堀
ノ
内
部
落
集
会
所
建
設
に
つ
い

て
（
請
願
者
、
堀
ノ
内
区
長
、
南
雲

民
一
）
総
務
文
教
委
員
会
付
託

　
な
お
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

　
「
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為

の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
で

一
あ
る
が
議
務
公
醤
法
の
規

定
に
基
つ
き
職
員
が
給
与
を
受
け
な

が
ら
、
職
員
団
体
の
た
め
そ
の
業
務

を
行
な
い
、
叉
は
活
動
す
る
こ
と
が

｝でき
る
場
合
を
定
め
た
も
の
で
、
原

案
通
り
議
決
さ
れ
た
。

到
副
猿
倉
隊
道
完
成

　
う
っ
す
ら
と
紅
葉
し
か
け
た
清
津

の
谷
あ
い
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込

み
作
業
か
ら
一
年
、
ま
た
清
津
の
山

山
、
そ
し
て
谷
問
が
そ
ろ
く
黄
色

み
が
か
っ
た
季
節
に
な
っ
た
こ
の
頃

総
工
費
約
六
千
三
百
万
円
が
投
じ
ら

れ
、
葎
沢
か
ら
倉
下
迄
に
お
け
る
隊

道
、
通
称
猿
倉
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し

た
。
加
賀
田
組
が
請
負
、
昭
和
三
十

九
年
以
来
約
二
年
を
要
し
、
延
長
百

六
十
五
麿
、
幅
員
五
・
五
麿
の
ト
ン

ネ
ル
で
あ
る
。

　
な
お
そ
の
先
の
道
路
工
事
は
倉
…
卜

部
落
迄
行
く
予
定
だ
が
、
今
年
度
分

は
七
百
五
十
麿
、
橋
ま
で
は
加
賀
田

組
で
、
そ
の
奥
は
冨
井
組
と
に
請
負

わ
れ
、
竣
工
は
来
春
三
月
。
来
年
五

百
三
十
麿
を
終
え
れ
ば
あ
と
は
、
い

よ
い
よ
十
二
峠
の
山
を
ブ
チ
抜
く
工

事
に
入
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
昭

和
四
十
四
年
度
の
完
工
を
め
ざ
し
て

工
事
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。
　
【
写
真

は
完
成
し
た
猿
倉
ト
ン
ネ
ル
】

　
郵
便
局
か
ら
の

　
お
ね
が
い

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
郵
便
物
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
中
身
が
な
く
な
っ
た

り
し
た
経
験
を
お
も
ち
の
方
は
あ
り

ま
せ
ん
か
9
・
。

　
郵
便
局
で
は
皆
さ
ん
の
大
切
な
郵

便
が
、
一
通
一
通
ま
ち
が
い
な
く
届

く
よ
う
心
を
こ
め
て
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
郵
便
物
の

な
か
に
は
、
無
事
に
届
か
な
か
っ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
お
き
て
い
ま

す
。

　
万
が
一
、
届
か
な
か
っ
た
り
、
中

身
が
足
り
な
か
っ
た
り
し
た
時
は
、

た
め
ら
わ
す
に
お
近
く
の
郵
便
局
へ

お
申
し
出
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
郵
政
省
で
は
申
告
を
受
け
ま
す

と
、
専
門
の
監
察
官
が
、
そ
の
郵
便

物
の
取
り
扱
い
に
関
係
し
た
郵
便
局

に
つ
い
て
資
料
を
集
め
く
わ
し
く
事

故
原
因
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
申

告
し
た
方
へ
回
答
す
る
と
と
も
に
、

事
故
犯
罪
の
防
止
に
役
立
て
て
お
り

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
郵
便
を
よ
く
す
る
た
め

に
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
待
望
の
電
話
設

　
置
さ
る

　
地
元
民
の
長
年
に
わ
た
る
電
話
設

置
の
念
願
が
こ
の
程
か
な
い
地
元
民

は
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。
こ
れ
で

中
里
村
に
電
話
の
な
い
部
落
は
新
里

だ
け
に
な
っ
た
。
な
お
芋
川
新
田
憾

大
島
考
興
さ
ん
宅
に
電
話
番
号
は
三

〇
二
、
牧
畑
は
大
島
義
邑
さ
ん
宅
に

七
九
三
〇
、
清
津
峡
温
泉
の
清
津
舘

は
一
二
五
、
古
屋
旅
舘
は
一
一
五

五
、
苗
場
舘
は
二
五
一
で
あ
る
。
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中

里
村
青
少
生

わ
れ
先

問
題
協
議
会
募
集
入
選
標
語
奄

に
笑
顔

集
ま
る
家で

庭
の
日

よ
く
し
、
又
地
域
の
福
祉
活
動
を
増

昭和41年10月15日東さカ・（3）第125号耀叢錫調）な

敬
老
の
日
に
思
う

　
　
　
　
　
警
奮
長
藤
田
五

鷺

　
本
年
か
ら
九
月
十
五
日
の
老
人
の
一

日
が
敬
老
の
日
と
し
て
新
た
に
国
民

の
祝
日
に
な
っ
た
。
こ
の
祝
日
を
設
・

け
た
趣
旨
は
、
御
承
知
の
通
り
多
年

に
わ
た
．
て
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
一

⑯
年
寄
り
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝

い
、
叉
広
く
国
民
が
殉
年
寄
り
の
福

祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
お
年
寄
り
が
自
ゐ
の
生
活
の
向

上
に
つ
と
め
る
意
慾
を
高
め
る
た
め

で
あ
る
。
吾
が
中
里
村
で
は
、
既
に

本
年
の
敬
老
会
が
終
っ
て
い
る
の
で

特
別
の
行
事
の
計
画
は
な
か
っ
た

が
、
こ
の
日
は
全
国
各
地
で
、
多
彩

な
敬
老
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。
東
京

で
は
厚
生
大
臣
と
、
都
知
事
の
主
催

で
、
日
比
谷
公
会
堂
に
、
皇
太
子
さ
ま

御
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
、
敬
老
の
日

制
定
記
念
式
典
が
開
か
れ
、
記
念
品

贈
呈
、
都
の
敬
老
金
、
敬
老
バ
ッ
チ
贈

呈
等
が
あ
り
、
お
年
寄
り
代
表
者
が

記
念
品
と
、
花
束
を
佐
藤
総
理
大
臣

か
ら
頂
き
、
総
理
大
臣
と
握
手
を
し

て
満
場
の
拍
手
を
あ
び
た
新
聞
記
事

・
を
読
ん
で
感
慨
無
量
の
も
の
が
あ
っ

一
　
た
。
本
県
で
も
当
日
亘
知
事
が
県
下 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良

最
高
川
年
令
百
八
才
の
島
田
ハ
ル
ノ

さ
ん
を
訪
問
し
て
、
数
々
の
記
念
品

－
を
贈
り
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
と

㎜
伝
え
ら
れ
た
。
然
る
に
一
方
同
じ
こ

の
日
に
生
き
る
張
り
合
い
が
な
い
と

云
っ
て
、
相
次
い
で
各
地
で
お
年
寄

り
の
自
殺
が
あ
っ
た
悲
し
い
記
事
に

も
目
を
奪
わ
れ
世
の
中
の
明
暗
に
、

そ
ぞ
ろ
も
の
悲
し
さ
も
味
わ
っ
た
。

老
人
福
祉
週
間
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

本
年
で
四
回
目
で
あ
り
、
老
人
の
日

が
敬
老
の
日
に
な
っ
た
の
で
老
人
福

れ
　
　
も
こ
の
　
か
ら
い
　
　
で
あ

一
る
．
あ
警
の
日
怠
祉
醤

一
も
、
こ
の
日
と
、
こ
の
期
間
だ
け
老

人
を
大
切
に
せ
よ
と
い
う
の
で
は
な

　く、

常
に
敬
老
の
念
を
も
た
せ
る
た

一
め
、
国
民
に
共
感
を
求
め
る
運
動
で

　
あ
る
。
自
分
の
親
が
あ
っ
て
、
自
分

　
と
い
う
子
が
あ
り
、
自
分
が
あ
る
か

　
ら
こ
そ
、
自
分
の
子
が
あ
る
と
い
う

　
こ
の
肉
親
の
情
の
道
理
が
わ
か
れ
ば

　
こ
ん
な
祝
日
も
週
間
も
必
要
が
な
い

　
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
は
い

　
か
な
い
ほ
ど
日
本
の
精
神
文
明
も
社

　
会
環
境
も
変
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

を
得
な
い
。
無
料
の
方
は
、
勿
論
貧

困
者
で
あ
ろ
う
が
、
有
料
の
方
は
子

供
の
家
族
と
同
居
を
あ
き
ら
め
た
人

達
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
住
宅
の
問

題
、
不
仲
等
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

が
、
育
て
て
貰
え
ぱ
そ
れ
ま
で
ヨ
、

の
子
供
、
育
て
て
し
ま
え
ぱ
そ
れ
ま

で
ヨ
、
の
親
で
は
何
と
も
人
の
道
を

説
け
な
い
味
気
な
い
親
子
関
係
で
あ

る
。
年
老
い
て
子
供
が
家
庭
経
済
の

中
心
と
な
り
、
親
は
孫
の
も
り
で
も

し
て
家
庭
を
守
る
、
孫
の
手
を
引
い

て
日
な
た
を
散
歩
す
る
お
年
寄
り
、

雨
の
降
る
日
は
家
の
中
で
マ
ン
ガ
で

も
読
ん
で
き
か
せ
る
お
年
寄
り
、
思

う
だ
け
で
も
楽
し
そ
う
な
生
活
環
境

で
は
あ
る
ま
い
か
。
吾
中
里
村
の
よ

う
に
純
真
な
親
子
や
お
年
寄
り
の
集

り
に
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
出
る
よ

う
な
無
情
な
親
子
、
お
年
寄
り
関
係

を
見
聞
し
な
い
こ
と
は
、
土
地
．
柄
と

は
云
い
乍
ら
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。

親
子
の
別
居
生
活
云
々
、
又
は
去
る

も
の
は
日
々
に
う
と
し
、
な
ど
と
現

か
と
思
う
と
一
寸
寂
し
い
。
現
在
日

本
に
は
有
料
無
料
の
老
人
ホ
ー
ム
に

入
っ
て
い
る
お
年
寄
り
か
、
六
万
人

も
い
る
そ
う
で
あ
り
、
希
望
し
て
い

る
が
入
れ
な
い
人
が
九
十
万
人
も
い

る
と
聞
い
て
は
全
く
．
藻
然
た
ら
ざ
る

代
の
親
子
関
係
を
軽
く
論
す
る
の
は

如
何
に
御
時
世
と
は
云
い
乍
ら
苦
々

し
い
。
今
日
の
家
庭
経
済
が
親
の
面

倒
を
見
る
余
裕
が
な
い
か
ら
で
は
な

い
か
と
い
う
人
も
あ
る
が
、
そ
れ
は

一
応
の
理
屈
で
あ
っ
て
も
、
親
子
愛

の
機
微
に
ふ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　
親
と
い
う
も
の
は
ど
ん
な
苦
芳
に

堪
え
て
も
、
可
愛
い
、
自
分
の
子
供

と
一
緒
に
居
た
い
と
思
う
の
か
情
で

あ
り
、
子
供
も
自
分
達
を
育
て
x
く

－
れ
た
親
に
孝
養
を
つ
く
し
な
が
ら
、

親
と
一
緒
に
居
た
い
と
思
う
の
が
、

日
本
古
来
の
美
し
い
伝
統
で
あ
り
、

憲
法
や
世
相
に
拘
泥
し
な
い
と
こ
ろ

の
所
謂
父
祖
の
足
跡
と
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
か
と
　
わ
れ
る
の
ム
コ
は
　
　

か
ら
・
年
金
遽
次
増
給
さ
れ
る
世
一

の
中
で
あ
る
が
、
戦
後
の
家
族
制
度

撤
廃
や
、
社
会
環
境
の
変
転
に
重
大

な
る
関
心
と
疑
問
を
も
ち
つ
つ
も
、

子
供
達
の
い
た
わ
り
の
言
葉
に
、
こ

の
上
な
き
人
生
の
楽
し
み
を
味
い
つ

つ
老
後
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
大
多

数
の
お
年
寄
り
の
現
況
で
あ
ろ
う
と

思
い
た
い
。
お
年
寄
り
を
い
た
わ
る

気
持
は
あ
り
な
が
ら
、
世
の
常
と
し

て
、
言
葉
に
出
す
こ
と
を
忘
れ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
父
さ
ん

長
生
き
し
て
下
さ
い
よ
。
お
母
さ
ん

長
生
き
し
て
下
さ
い
よ
、
と
い
う
短

い
言
葉
が
ど
ん
な
に
親
達
に
と
っ
て

は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
か
を
考
え

て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
お
年
寄
り

は
家
庭
を
離
れ
て
は
、
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
が
な
く
、
孤
独
に
耐
え
切
れ
な

い
存
在
な
の
で
あ
る
。
お
年
寄
り
と

　いう

も
の
は
、
寂
し
が
り
屋
な
の
で

　
あ
る
。
家
の
中
の
人
達
の
何
気
な
い

二
言
で
も
、
妙
に
胸
に
突
き
さ
さ
っ

た
り
、

　
れ
て
は
お
ら
ぬ
か
、

ち
が
い
な
い
。
寒
く
あ
り
ま
せ
ん

か
ヤ
ぽ
を
　
か
ぬ
よ
う
に
し
て
　
さ

い
、
と
い
っ
て
か
け
て
く
れ
る
返

の
毛
布
に
こ
も
る
愛
情
は
、
親
に
と

っ
て
涙
の
出
る
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
に

ち
が
い
な
い
。
さ
り
と
て
親
孝
行
の

お
し
売
り
を
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な

い
し
、
又
お
し
売
り
す
べ
き
で
は
な

い
が
、
親
不
孝
者
が
社
会
で
成
功
し

た
＼
め
し
が
な
い
点
か
ら
見
て
も
、

親
を
大
切
に
出
来
ぬ
人
は
一
人
前
の

人
間
と
し
て
の
資
格
に
欠
け
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
。

俗
に
い
う
孝
行
を
し
た
い
こ
ろ
に
は

一
親
は
な
し
、
と
言
う
言
葉
は
常
に
き

く
言
葉
で
あ
る
が
意
味
深
長
な
も
の

が
ひ
そ
ん
で
い
る
　

こ
方
お
年
寄
り
も
現
代
の
世
相
の

変
転
と
、
若
い
人
達
の
お
か
れ
て
い

　
　
ま
わ
り
か
ら
厄
介
者
に
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
と
気
に
し

が
ち
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
病
気
で

も
し
て
い
る
時
に
は
尚
更
の
こ
と
で

あ
る
。
気
が
ね
と
孤
独
を
と
き
ほ
ぐ

し
て
、
生
き
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ

る
の
は
、
周
囲
の
人
六
、
特
に
子
供

達
の
そ
し
て
孫
達
の
温
か
い
言
葉
に

労
苦
が
尊
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
、
そ
の
都
度
感
謝
の
念
を
も
っ

て
感
銘
す
る
の
で
あ
る
。
今
年
の
九

月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
私
は
、
田

沢
小
中
学
校
の
合
同
運
動
会
に
出
席

し
て
屋
外
運
動
場
の
周
囲
を
歩
き
ま

わ
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
ち
こ
ち
に
お
年

寄
り
が
孫
達
の
、
そ
し
て
親
は
子
の

一
運
動
婁
「
ジ
ッ
」
と
見
つ
め
て

い
る
楽
し
そ
う
な
瞳
に
、
平
和
な
そ

し
て
麗
し
い
零
囲
気
を
感
じ
、
吾
が

る
立
場
を
よ
く
理
解
し
、
付
度
し
て

物
分
り
の
よ
い
新
し
い
時
代
に
即

応
し
た
よ
き
お
年
寄
り
振
り
を
発
揮

し
て
頂
き
た
い
。
さ
て
敬
老
の
日
は

単
に
自
分
の
身
よ
り
の
み
の
敬
老
の

日
で
は
な
い
乙
と
は
、
前
に
も
述
べ

た
通
り
で
は
あ
る
が
、
世
の
中
の
総

て
の
お
年
寄
り
に
さ
さ
げ
る
感
謝
の
し

日
で
あ
る
。
私
は
毎
年
村
内
の
敬
老

会
に
は
都
合
の
つ
く
限
り
出
席
し
て

敬
老
の
念
を
新
た
に
し
て
い
る
が
、

お
年
寄
り
の
方
々
の
楽
し
そ
う
な
、

幸
福
そ
う
な
様
子
に
接
し
て
心
温
ま

る
も
の
が
あ
る
。
現
在
は
生
活
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
関
係
で
、
年
の
割

合
に
皆
若
々
し
い
。
そ
の
若
々
し
い

筆
ら
も
、
顔
の
し
わ
の
中
に
人
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一 中

里
村
の
敬
老
の
日
も
亦
よ
き
か
な

と
明
る
い
気
持
で
十
時
三
十
九
分
発

の
急
行
バ
ス
で
、
新
潟
市
で
行
な
わ

れ
る
業
界
の
役
員
会
に
出
席
の
た
め

そ
の
途
に
つ
い
た
。
途
中
一
寸
気
に

な
っ
た
こ
と
は
、
第
一
回
の
敬
老
の

日
で
あ
る
の
で
、
不
徹
底
の
た
め
か

各
地
共
家
友
の
国
旗
の
数
が
、
非
常

に
少
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
来
年

の
こ
の
日
は
ど
こ
の
家
に
も
国
旗
が

へ
ん
ぽ
ん
と
ひ
る
が
え
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
期
待
し
つ
つ
お
年
寄
り
の
方

汝
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
祈
っ
た
。

る
こ
と
を
希
望
す
る
人
で
里
親
登
録

簿
に
登
録
さ
れ
た
人
を
い
い
ま
す
。

そ
れ
で
里
親
に
な
り
た
い
人
は
福
祉

事
務
所
に
申
込
書
を
出
し
ま
す
と
里

親
と
し
て
適
格
か
ど
う
か
を
調
査
し

て
知
事
に
送
付
し
ま
す
。
知
事
は
児

童
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
た
上

で
適
格
と
認
め
た
と
き
正
式
に
里
親

と
し
て
認
め
ら
れ
児
童
が
委
託
さ
れ

る
。
ま
た
職
親
は
義
務
教
育
を
終
え

た
児
童
で
直
ち
に
就
職
出
来
な
い
も

の
に
た
い
し
て
適
当
な
職
業
に
つ
か

せ
る
前
段
階
と
し
て
自
己
の
も
と
に

保
護
し
社
会
生
活
へ
の
適
応
を
高
め

独
立
自
活
に
必
要
な
職
業
指
導
を
行

な
う
も
の
で
す
。

　
十
月
一
ば
い

　
里
親
お
よ
び
職
親
を
求

　
め
る
運
動
に
御
協
力
を

　
こ
の
運
動
は
里
親
お
よ
び
保
護
受

託
者
（
職
種
）
制
度
の
発
展
を
図
る

た
め
に
行
な
う
も
の
で
す
。

里
親
と
は
十
八
才
未
満
の
保
護
者
の

な
い
児
童
と
か
保
護
者
と
生
活
す
る

こ
と
が
不
適
当
な
児
童
を
知
事
の
委

託
を
受
け
て
一
時
的
ま
た
は
継
続
的

に
自
分
の
家
庭
に
預
か
っ
て
養
育
す

中
里
村
青
年
会

＋
月
の
行
事
予
定

　
中
里
村
青
年
会
で
は
、
毎
月
二
回

位
づ
つ
行
事
を
や
っ
て
い
る
が
、
十

月
の
行
事
予
定
は
、
左
記
の
通
り
で

　
　
　
記

▽
十
月
十
八
日
　
話
し
を
聞
く
会

　
　
テ
ー
マ
　
　
結
婚
と
青
年
の
気
持

一
講
師
顛
教
育
庁
稚
教
薙

一
響
協
難
糞

▽
十
月
三
十
日
　
紅
葉
狩
り

　
　
白
根
山
及
び
志
賀
高
原

　
　
バ
ス
日
帰
り
、
経
費
五
百
円
位

　
　
募
集
人
数
　
　
六
十
名


